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Power Mate
横型：200W／12V（ラベル赤）、140W／12V（ラベル青）
横型逆回転：200W／12V（ラベル赤）、140W／12V（ラベル青）
縦型：200W／12V（ラベル赤）

 アンカーウインチ

取扱・取付説明書
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お客様へ
お買い上げ誠にありがとうございます。
本書には商品の正しい組付方法と注意事項に
ついて説明してあります。商品を正しくお使いい
ただくために、ご使用前に必ず本書をよくお読み
いただき、ご不明な点は販売店にお問い合わせ
ください。
本製品は、整備上の一般的な知識および技能を
有する方（販売店、整備業者）が組み付けること
を前提としております。それ以外の方が組み付け
を行うと知識不足、技能不足のため、トラブル、機
械破損などの原因となることがありますので、販
売店に組み付けを依頼してください。本書は、
ボートの取扱説明書および本品の取付に際して
取り外した部品と一緒に保管してください。ボート
を譲られるときは、この説明書もお渡しください。

販売店様へ
本製品の商品説明および取り扱い上の注意点
を、お客様に充分ご説明いただくようお願い申し
上げます。
本書および本品の取付に際して取り外した部品
は、必ずお客様にお渡しください。

 はじめに
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注　意

　警　告

安全上のご注意
ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。

ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や損害を未

然に防止するためのものです。

また、安全にご使用いただくために、シンボルマークや標語を次のような内容で使い分けてあります。

ポイント�

●修理技術者以外の人は、絶対に分解したり修理・改造は行わないでください。

　異常作動をして、けがをするおそれがあります。

●機器運転中は、ローラー部分には触れないでください。

　回転によりけがをするおそれがあります。

●機器の設置・取り付けには、専門の技術が必要です。取り付けはお買い上げの販売店に依頼してく

ださい。

●お手入れの際は必ず電源との接続を外してください。また、濡れた手では行わないでください。

　感電やけがをするおそれがあります。

●機器の配線には安全のため、必ず付属のサーキットブレーカーを取り付けてください。

●機器は幼児・子供が触れないよう、安全な場所で運転してください。

：取扱いを誤った場合、死亡または重傷及び傷害に至る可能性が想

定される場合を示してあります。

：取扱いを誤った場合、物的損害の発生が想定される場合を示してあ

ります。

：正しい操作の仕方や点検整備上のポイントを示してあります。

●正回転のパワーメイトは、配線を逆回転仕様につながないでください。

　モーターおよび配線が焼損するおそれがあります。

●逆回転のパワーメイトは、配線を正回転仕様につながないでください。

　モーターおよび配線が焼損するおそれがあります。

いずれも安全に関する項目ですので、必ず守ってください。

警 告

注　意
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付属品の確認
下記の付属品が揃っていることを確認してください。万一、輸送上等による破損、不足品がある場合は、弊

社（巻末参照）までご連絡ください。

12V
No. 部　品　名　称 200W 140W
① Power Mate 200W（ラベル赤色） ○ ―
① Power Mate 140W（ラベル青色） ― ○
② サーキットブレーカー 40A ○ ―
② サーキットブレーカー 25A ― ○
③ サーキットブレーカープレート ○ ○
④ サーキットブレーカーコーションラベル ○ ○
⑤ キャプタイヤーコード（7.9m） ○ ○
⑥ ベースゴム ○ ○
⑦ 取付用ボルト（縦型 M10×70）×4または（横型 M10×60）×4 ○ ○
⑦ 取付用ワッシャー（M10×φ22）×4 ○ ○
⑦ 取付用ナイロンワッシャー（M10）×4 ○ ○
⑦ 取付用大型ワッシャー（M10×φ32）×4 ○ ○
⑦ 取付用ナット（M10）×4 ○ ○
⑧ ブレーカー丸端子×2 ○ ○
⑧ 8スケ圧着端子×2 ○ ○
⑨ 取扱説明書（本書） ○ ○

　警　告

ロープを逆に巻くと、手・指などが
巻き込まれる恐れがあります。
ローラーの回転方向に注意し、ロープ
の巻き付け方向を確かめてから使用
して下さい。

①①

（警告ラベル）

（ロ ラ ）（ラベル）

⑥⑥③③

②②
⑤⑤ ⑨⑨

⑦⑦

④④ アンカーウインチの

ONに 
OFF

 

OFF

 

 

O N　
バウ OFF　　スターン

（横型用）

縦型は形状が異なります。

各4

⑧⑧

各2
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注　意

【１】本体の取り付け（横型）

（１）位置決めと穴あけ
①本体のローラー軸芯とアンカーデービッド（ボー
トの船首）の中心を一旦90°に合わせます。さら
にローラー中心とアンカーデービッドの中心を
一致させます。

②アンカーデービッドの中心とローラー中心をず
らさないようにしながら、図のようにローラー軸
芯を５°～ 8°傾けます。

③本体の取付穴に合わせて、ケガキ線を入れます。

④取付位置に補強がされていない場合は、デッ
キ裏側から図のような補強板をペースト接着し
てください。

⑤本体を取り外し、ケガキ線の中心に合わせて
φ10の穴を４カ所あけます。

⑥４カ所の穴に合わせてベースゴムを置き、ベー
スゴムの中央の穴位置に配線を通せる位の穴
をあけます。

・ベースゴムは黒色のため、
デッキとの合わせ面をコーキ
ングすると美しくなります。

（２）本体の固定
①本体裏にある配線の出ている黒いゴムの付け
根にシリコンを塗布します。

②取付穴、ボルトの座面（ベースゴムの上下面）に
シリコンを塗布します。

③ベースゴムを挟むようにして本体を置き、配線を
通しておきます。（配線とデッキの境目穴にもシ
リコンを塗布してください。）

④本体を４本のステンレス製M10×60ボルト（横
型）、平ワッシャー、ナイロンワッシャーで確実に
固定します。

取付方法

ローラー軸芯

アンカーデービッド

ローラー中心 アンカーデービッド
中心

5°～ 8°

ペースト接着

補強板：耐水ベニヤ・厚さ15～20mm
大きさ ：幅×長さ＝25cm×35cm

または 25cm×10cm×2枚

ポイント�

ベースゴム

デッキの
補強された部分

M10×60ボルト（横型）

ナイロンワッシャー

55mmの所が配線の
穴位置です

大型ワッシャー

ナット

ワッシャー

ベースゴムを必ず使用し、外周に水が入らない
様シリコンを塗布してください。水が入ると故障
するおそれがあります。
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注　意

【2】本体の取り付け（縦型）

（１）位置決めと穴あけ＜取付A＞

①ボートの中心線上に取付位置を決めます。

②本体の取付穴に合わせて、ケガキ線を入れます。

③取付位置に補強がされていない場合は、デッ
キ裏側から図のような補強板をペースト接着し
てください。

④本体（または取付台）を取り外し、ケガキ線の中
心に合わせてφ10の穴を４カ所あけます。

⑤４カ所の穴に合わせてベースゴムを置き、内部
の切り欠き部をケガキ、ジグソーなどを使用し
て切り欠きます。取付台の場合は、ベースゴム
の中央の穴位置に配線を通せる位の穴をあ
け、次ページを参照して電源を取付台の高さま
で出しておきます（配線とデッキの境目穴にシ
リコンを塗布）。

・ベースゴムは黒色のため、
デッキとの合わせ面をコーキ
ングすると美しくなります。

（２）本体の固定＜取付B＞

ペースト接着

補強板：耐水ベニヤ・厚さ15～20mm
大きさ ：幅×長さ＝25cm×35cm

または 25cm×10cm×2枚

取付B

取付方法

ポイント�

中心線

取付A

アンカー
デービッド

ベースゴムを必ず使用し、外周に水が入らない
様シリコンを塗布してください。水が入ると故障
するおそれがあります。

①取付穴、ボルトの座面（ベースゴムの上下面）に
シリコンを塗布します。

②本体を４本のステンレス製M10×70ボルト（縦
型）、平ワッシャー、ナイロンワッシャーで確実に固
定します。

ベースゴム

ナットデッキの
補強された部分

M10×70ボルト（縦型）

大型ワッシャー

ナイロン
ワッシャー

ワッシャー
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注　意

【3】配線
①サーキットブレーカーをキャビン内に取り付けま

す。

必ず水が掛からない場所を選んで取り付けて

ください。

サーキットブレーカーは防水タイプではありま

せん。水がかかると故障するおそれがあります。

②モーター（本体）からの線と付属のキャプタイ

ヤーコードをハンダ付けし、その上に絶縁テー

プを巻き付けます。

③図のようにバッテリーとサーキットブレーカーを

配線します。キャプタイヤーコード長が不足す

る場合は、施工者で準備してください。

④海上係留艇については、電蝕防止と外装塗装

が剥げるのを防ぐため、緑線を使いアースを

とってください。

⑤図のAの結線は、パワーメイト側配線を折り曲

げ、ワイヤーハーネス4のウインドラス配線端部

の圧着端子スリーブに入れてカシメます。

（図A参照）

次にビニールカバーをかぶせ、その上から防水

テープを巻き付けてください。

注　意

取付方法

モーター本体

キャプタイヤー
コード（8スケ）
（付属品）

バッテリー

サーキット
ブレーカー

,

（白）

,

（白）

.

（黒）

.

（黒）

.

（黒）

,

（赤）

緑
線

（
ア
ー
ス
線
）

バッテリー、�
ブレーカー側� パワーメイト側�圧着� 圧着�

圧着�
8sq電線�

3sq電線�

※圧着後、ビニールテープで保護してください。�

※3sq電線を折り曲げて�
　圧着してください。�

圧着�

A

A

　正回転仕様　 　逆回転仕様　

モーター本体

キャプタイヤー
コード（8スケ）
（付属品）

バッテリー

サーキット
ブレーカー

,

（白）

,

（白）

.

（黒）

.

（黒）

.

（黒）

,

（赤）

緑
線

（
ア
ー
ス
線
） A

A

配線のつなぎ方を誤ると、モーターおよび配線

が焼損するおそれがあります。

｝

逆回転仕様は、モーター配線の
結線部で逆接続します。

※正回転のパワーメイトは、逆回転で使用できません。
　また、逆回転のパワーメイトは、正回転で使用できません。

図A
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【4】試運転
取り付け・配線が完了したら、スイッチを入れる前

に以下の項目を確認してください。

●配線にまちがいはないか。

●取り付けは確実か。

確認が済んだら、スイッチを入れてアンカーウイン

チを運転し、以下の項目を確認してください。

①まず、無負荷（ローラーに何も付いていない状態）で運転します。本体のメインスイッチを「ON」にします。

②ローラーは、ローラー側から見て時計方向に回転します。異常な音がしないか確認してください。運転し

始め、特に寒冷時には本体内部より「パチパチ」という音が聞こえることがあります。これはグリースの粘

つきによる音で、異常ではありません。

③次に負荷を少しずつ大きくします。メインスイッチの「OFF」を確認し、アンカーをアンカーデービッドにか

け、ロープをローラーに２回以上巻き付けます。メインスイッチを「ON」にし、ロープを引っ張る力を加減し

て、ローラーへの負荷を調整しながら様子を見ます。一旦運転をやめ、コード・結線部分等に手を近づ

け、必要以上に熱を持っていないか調べます。

　

使用方法

ローラーの回転方向

メインスイッチ

OFF ON

●機器にはそれぞれ電圧が決まっています
（DC-12V）。接続する電圧を確認した上、使
用してください。
●電源コードとバッテリーを接続する時は、,、

.をまちがえないようにしてください。赤色が
,で、黒色が.です。

　警　告

ポイント�

①船首がアンカーの真上に来るようにボートを

ゆっくり移動します。

②本体のメインスイッチの「OFF」を確認し、アン

カーロープをアンカーデービッドにかけ、アン

カーロープをローラーに時計方向に２回以上巻

き付けます。

ロープを逆に巻くと、手・指などが巻き込まれる

おそれがあります。ローラーの回転方向に注意

し、ロープの巻き付け方向を確かめてから使用

してください。

・逆回転仕様（ロープ上掛け）

は、ローラ－の回転方向は逆

回転になります。

③メインスイッチを「ON」にし、アンカーロープを手で引っ張りながらアンカーを巻き上げます。ロープを引っ

張る力を緩めるとロープが空回りして巻き上げ速度を調整することができます。

使用方法

　警　告
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④アンカーデービッドにアンカーがロックされる直

前まで巻き上げたら、メインスイッチを「OFF」に

します。

⑤手でアンカーロープをさらに巻き、アンカーをア

ンカーデービッドにロックします。

⑥アンカーロープをローラーから外し、ハッチ等に

収納します。

アンカーロープ

手で引っ張る

アンカーデービッド

サーキットブレーカーの作動
・ウインチが過負荷になりますと、サーキットブ

レーカーが作動し、スイッチが自動的にOFFに

なります。

・アンカーの根がかりを外してから、ウインチ操作

を行ってください。

・ウインチご使用の前に必ずスイッチをONにし

てください。

ウインチご使用後はスイッチをOFFにしてくだ

さい。

黒いつまみを手で引きますと、スイッチはOFF

になります。

〈サーキットブレーカーの復帰〉

1分以上経過してから、サーキットブレーカース

イッチをONにしてください。

〈サーキットブレーカースイッチの取り付け〉

ワイヤーハーネスおよびワイヤーハーネス4をパ

ワーメイト用サーキットブレーカースイッチに接続

し、ダッシュボード右下のパネル、スイッチフィック

スにパワーメイト用サーキットブレーカースイッチ

を取り付け、予備配線裸圧着端子（丸型φ4）をス

イッチに接続します。

パネル、スイッチフィックスに「アンカーウインチの

サーキットブレーカースイッチ使用方法と注意」ス

テッカーを貼り付けてください。

O N　　� OFF　　　�

使用方法

ブレーカースイッチの作動状況図
（ブレーカースイッチを横から見る）

何らかの原因でローラーにロープが絡まった

場合は、直に両手をロープから離してメインス

イッチを切ってください。

ロープを握っていると、アンカーウインチに手

が巻き込まれるおそれがあります。

　警　告
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根がかりした場合

【１】ボートを移動してアンカーを抜く方法
①ボートをアンカーの真下まで移動させます。この

際、ウインチを使用しないでください。

②アンカーロープをクリートに縛り付け、ボートを後

進にて180°回転させます。

③ボートを後進させてアンカーを抜きます。

根がかりの時はウインチが止まってしまいま

す。この時、ブレーカーが作動し、回路が切れる

おそれがあります。すみやかにロープを緩め、運

転を止め、根を切ってから再度運転してくださ

い。ブレーカーが作動した場合は、１分以上位

たってから、ブレーカーを「ON」（ボタンを押し

込む）にしてください。

【２】アンカーロープに細ひもを結んでおく方法
①図のように、あらかじめアンカーのクラウンにア

ンカーロープを縛り、アンカーロープとアンカー

のリングを細ひもで結んでおきます。

②根がかりしたとき、アンカーロープを強く引けば、

細ひもが切れます。

③アンカーは逆さの状態で上がってきます。

180°

アンカーロープと
リングを細ひもで結ぶ

クラウンに
アンカーロープを縛る

　警　告
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注　意

モーターが回らない� ブレーカーが切れている�

配線の不良�

モーター結線のミス�

ブレーカーを入れる�

配線チェック�

配線チェック�

モーターは回るが�
ローラーが回らない�

ギヤの破損� 修理依頼�

ローラーは回るが�
力が弱い�

バッテリーの電圧低下�

バッテリーの容量不足�

配線の電圧降下�

バッテリー充電�

バッテリー交換�

配線を太く、短くする�

異常音が出る� ギヤの破損�

海水侵入による錆付�

ベアリングの磨耗�

修理依頼�

修理依頼�

修理依頼�

故障内容 原　因 対　策

故障と対策

●動かなくなったり、異常がある場合は事故防
止のため、直ちに電源との接続を外し、お買
い求めの販売店に点検修理を依頼してくだ
さい。そのまま使用すると、感電や漏電、
ショートによる火災のおそれがあります。
●運転中は本体に衝撃を与えないでください。
感電や漏電、ショートによる火災のおそれが
あります。
●アンカーウインチ作動中は、走航しないでく
ださい。けがをするおそれがあります。
●電源コードを傷付けたり、破損したり、加工し
たり、無理に曲げたり、引っ張ったり、ねじっ
たり、束ねたりしないでください。また、重い物
を載せたり、挟み込んだりすると、電源コード
が破損し、火災・感電のおそれがあります。
●能力以上の巻き上げ作業はしないでくださ
い。過負荷となり、発熱・発火や故障のおそ
れがあります。
●絶対に水没させないでください。漏電や故障
のおそれがあります。

●本取扱説明書で示す重要な安全指示事項
は、起こりうる全ての状態を表しているもの
ではありません。機器の安全性には充分気
を配っておりますが、運転する方や保守をす
る方も安全に充分な注意・配慮をお願いし
ます。
●ご自分で分解・修理は、絶対にしないでくだ
さい。点検・修理は、販売店へご依頼くださ
い。

〔ラベルのメンテナンス〕
○機器には、銘板や警告・注意ラベルが貼り
付けてあります。銘板や警告・注意ラベルが
見えにくくなった場合やはがれた場合には、
お買い上げの販売店に注文し、貼り替えてく

ださい。

　警　告
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外形寸法図
横型（正回転、逆回転共通）

縦型　部品番号 No.QT8-YSK-Y00-005（200W）

仕様諸元
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1

266
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61

75

部品番号表 140W 200W

正回転（ロープ下掛け） QT8-YSK-Y00-001 QT8-YSK-Y00-002

逆回転（ロープ上掛け） QT8-YSK-Y00-003 QT8-YSK-Y00-004
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N
o.

部
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番
号

部
品
名
称

個
数

1
Q
T8
-Y
S
K
-4
60
-2
80

ロ
ー
ラ

1
2

Q
T8
-Y
S
K
-4
60
-2
90

カ
バ
ー
、
ロ
ー
ラ

1
3

Q
T8
-Y
S
K
-4
60
-3
00

キ
ー
、
ウ
ッ
ド
ラ
フ

1
4

Q
T8
-Y
S
K
-4
60
-3
10

ワ
ッ
シ
ャ
、
プ
レ
ー
ン
 M
16

1
5

Q
T8
-Y
S
K
-4
60
-3
20

ナ
ッ
ト
 M
16

1
6

Q
T8
-Y
S
K
-4
60
-3
30

ス
ク
リ
ュ
 M
5

1
7

Q
T8
-Y
S
K
-4
60
-3
50

ケ
ー
ス
、
ギ
ヤ
1A
ss
y（
ア
セ
ン
ブ
リ
の
供
給
の
み
）
1

8
－

シ
ー
ル
、
オ
イ
ル

1
9

－
ベ
ア
リ
ン
グ
、
プ
レ
ー
ン
 B
-S
30
-1
9

1
10

－
ク
ラ
ッ
チ
、
ワ
ン
ウ
ェ
イ
 H
F
30
20

1
11

－
ベ
ア
リ
ン
グ
、
プ
レ
ー
ン
 K
5F
16
10
-2
4

1
12

－
ピ
ン
、
ノ
ッ
ク

2
13

Q
T8
-Y
S
K
-4
60
-4
10

ケ
ー
ス
、
ギ
ヤ
2A
ss
y（
ア
セ
ン
ブ
リ
の
供
給
の
み
）
1

14
－

ベ
ア
リ
ン
グ
、
プ
レ
ー
ン
 K
5F
16
10
-2
4

1
15

－
ベ
ア
リ
ン
グ
、
プ
レ
ー
ン
 K
5F
20
15
-3
1

1
16

－
ボ
ル
ト
 M
8 
P
1.
25

6
17

Q
T8
-Y
S
K
-4
60
-4
60

ア
ク
ス
ル
、
メ
イ
ン（
ア
セ
ン
ブ
リ
の
供
給
の
み
）

1
A

－
ア
ク
ス
ル
、
メ
イ
ン

1
B

－
ギ
ヤ
、
メ
イ
ン

1
C

－
カ
ラ
ー
、
ク
ラ
ッ
チ

1
18

Q
T8
-Y
S
K
-4
60
-5
00

ア
ク
ス
ル
、
セ
カ
ン
ド（
ア
セ
ン
ブ
リ
の
供
給
の
み
）
1

D
－

ア
ク
ス
ル
、
セ
カ
ン
ド

1
E

－
ギ
ヤ
、
セ
カ
ン
ド

1
19

Q
T8
-Y
S
K
-4
60
-2
30

モ
ー
タ（
20
0W
）

1
20

Q
T8
-Y
S
K
-4
60
-2
20

モ
ー
タ（
14
0W
）

1
21

Q
T8
-Y
S
K
-4
60
-5
30

O
リ
ン
グ

1
22

Q
T8
-Y
S
K
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60
-5
40

ガ
ス
ケ
ッ
ト
、
モ
ー
タ

1
23

－
ボ
ル
ト
 M
5 
P
0.
8

4
24

－
ワ
イ
ヤ
ー
ア
ー
ス
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A
Q
T8
-Y
S
K
-4
60
-5
70

カ
バ
ー
、
ケ
ー
ス
ギ
ヤ

1
25
B
Q
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-Y
S
K
-4
60
-8
50

カ
バ
ー
、
ケ
ー
ス
ギ
ヤ（
縦
型
）

1
26

Q
T8
-Y
S
K
-4
60
-8
60

シ
ー
ル
、
ゴ
ム

1
－

同
上

シ
ー
ル
、
ゴ
ム（
縦
型
）

1

パーツリスト

N
o.

部
品
番
号

部
品
名
称

個
数

27
－

ボ
ル
ト
 M
8 
P
1.
25

2
28

Q
T8
-Y
S
K
-4
60
-8
80

キ
ャ
ッ
プ
、
ボ
ル
ト

2
－

同
上

キ
ャ
ッ
プ
、
ボ
ル
ト（
縦
型
）

4
29

－
ボ
ル
ト
 M
10
 P
1.
25

4
30

－
ワ
ッ
シ
ャ
 M
10

4
31

Q
T8
-Y
S
K
-4
60
-6
10

コ
ッ
タ
ー
ピ
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Q
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-Y
S
K
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60
-6
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ス
イ
ッ
チ
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メ
イ
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2
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ワ
ッ
シ
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ゴ
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同
じ
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ワ
ッ
シ
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ゴ
ム
2
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S
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イ
ッ
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-Y
S
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60
-6
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ベ
ー
ス
、
ゴ
ム
パ
ッ
キ
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1
－

Q
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-Y
S
K
-4
60
-8
70

ベ
ー
ス
、
ゴ
ム
パ
ッ
キ
ン（
縦
型
）

1
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Q
T8
-Y
S
K
-4
60
-2
50

サ
ー
キ
ッ
ト
ブ
レ
ー
カ
、
コ
ン
タ
ク
ト
40
A（
20
0W
）

1
38

Q
T8
-Y
S
K
-4
60
-2
40

サ
ー
キ
ッ
ト
ブ
レ
ー
カ
、
コ
ン
タ
ク
ト
25
A（
14
0W
）

1
39

Q
T8
-Y
S
K
-4
60
-2
60

サ
ー
キ
ッ
ト
ブ
レ
ー
カ
、
端
子

2
40

Q
T8
-Y
S
K
-4
60
-2
70

コ
ー
ド
、
キ
ャ
プ
タ
イ
ヤ
2（
8ス
ケ
）

7.
9m

41
Q
T8
-Y
S
K
-4
60
-7
10

ラ
ベ
ル
 赤
（
20
0W
）

1
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Q
T8
-Y
S
K
-4
60
-7
00

ラ
ベ
ル
 青
（
14
0W
）

1
43

－
取
扱
説
明
書

1
－

Q
T8
-Y
S
K
-4
60
-7
30

ダ
ン
ボ
ー
ル

1
－

Q
T8
-Y
S
K
-4
60
-8
40

ダ
ン
ボ
ー
ル
�（
縦
型
）

1
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Q
T8
-Y
S
K
-4
60
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30
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ー
カ
プ
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ー
ト

1
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A
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コ
ー
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ョ
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ベ
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Q
T8
-Y
S
K
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60
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付
用
ナ
イ
ロ
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ッ
シ
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ー
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Q
T8
-Y
S
K
-4
60
-8
00
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レ
ー
カ
、
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ー
シ
ョ
ン

1
49
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ケ
圧
着
端
子
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取
付
用
ボ
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ト
 M
10
×
60
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取
付
用
ボ
ル
ト
 M
10
×
70
（
縦
型
）

4
51

取
付
用
ワ
ッ
シ
ャ
ー

4
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取
付
用
大
型
ワ
ッ
シ
ャ
ー

4
53

取
付
用
ナ
ッ
ト

4
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注　意

パワーメイト 200W（バウ）

バウハッチ内に束ねてある�
ワイヤーハーネスを使用する�

ダッシュボード裏に束ねてある�
ワイヤーハーネスを使用する�

2

3

1

1パワーメイト�
2ワイヤーハーネス�
3ウインドラスブレーカ�
��
1→2ワイヤーハーネスへ�
2→3ウインドラスブレーカへ�

取り付け例［参考］

・ハッチ内で作業する場合、ハッチが倒れて

中に閉じ込められてしまうおそれがあるため、

必ずハッチの倒れ止めなどの処置を行って

ください。
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クリート 205L

クリート204L（90600-30039）

シリコンシーラントを塗布してクリートを取り付けま

す。

・スクリュ、フラットヘッド

・ワッシャ、プレート

・ナット、ナイロン

取り付け例［参考］
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保　証　書 保証期間１年間　

（お買い上げ日から）

持込修理

機　種 アンカーウインチ お買い上げ日 　　年　　　　月　　　　日

お客様 （お名前） 様 販売店 店名

ご住所　〒 住所　〒

TEL TEL

〔保証規定〕
この保証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて、下記記載内容で無料修理をお
約束するものです。保証期間経過後の修理などについて、ご不明の場合は、販売店にお問
い合わせください
保証期間内に取扱説明書、本体貼付ラベル等の注意書にしたがった正常な使用状態で故障
した場合には、本記載内容にもとづき無料修理いたします。お買い上げ日から保証期間内
に故障した場合は、商品と本書をお持ちいただきお買い上げ販売店に修理をご依頼くださ
い。
1. 保証期間内でも次のような場合は有料修理となります。
①使用上の誤り、または改造や不当な修理による故障または損傷。
②お買い上げ後の落下、輸送などによる故障または損傷。
③火災・地震・水害・落雷・その他の天災地変、公害などによる故障または損傷。
④本書のご提示がない場合。
⑤本書にお買い上げ年月日、お客様名、販売店名の記入のない場合、あるいは字句を
書き換えられた場合

⑥消耗品は有料修理となります。（Oリング・オイルシール・潤滑油・各種パッキン）
2. この保証書は再発行いたしませんので大切に保管してください。
3. この商品は持込修理に限らせていただきます。出張修理はいたしません。
4. 本書は日本国内においてのみ有効です。
This warranty is valid only in Japan.

16-01.1000　 Y007

〒 432-8058　静岡県浜松市南区新橋町1103�
0570-050814�
受付時間　月曜日～金曜日（祝日、弊社所定の休日は除く）�
9：30～12：00　13：00～17：00

発売元�


